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ミ学校って、どんなところかな、　園児の1日入学

（浅木小学校にて）

人のうこき（豊能票ら）

人　　口　10，662　人（＋12）

男　　　　5，097　（＋1）

女　　　　5，565　（＋11）

博語数　　2，961声（＋2）

（）内は前月　比

日　日　日　日 3月のこよみ
誕
生
石
　
　
血
石
（
賢
明
・
勇
気
）

3
月
の
番
節
用
語

早
番
・
浅
春
・
春
寒
・
盛
蕃

蕃
暖
の
候
・
軽
暖
の
候

弥378⑫22＿
02花

日日摺

桃
の
節
句
、
耳
の
日

消
防
混
念
日

国
際
婦
人
デ
ー

春
分
の
日

放
送
記
念
日

磁
気
記
念
日

さ
く
ら
（
潔
白
）

生
（
や
よ
い
）

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
だ
か
く

草
木
は
弥
、
さ
ら
に
生
え
ろ
の
謹
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水路隣接の場合　　　　　　　　　　　　　埋立てした場合

構　造　物　築　造　の　揚　合

町道烏合線の舗装工事

昭和50年度分道路改良舗装工事実施状況
（50年2月20日現在）

工　　　　事　　　　名

諾日詰

。．詰；

I　防衛庁補助事業

道∴管　構　外

千代九線道路舗装工蒋

今古賀一松の本線　〃

蟹境線（尾崎）　〃

木守一今古賀線　〃

別府一上別府線（居合）工事

山渡一合谷線（虫佐郡）〃

浮州西1号線（末寺）〃

Ⅲ　労働省関係補助膏薬

ナギノ線（虫生津）道路改良工事

島津一若松練∴∴∴∴〃

老良1号線舗装工塾

Ⅲ　単　独　蒋∴菜

新町16、18号線工事

計

印鑑登録証（手帳）は重要な書類です。紛失しないよう【こ注意しましょう。

宅
地
の
埋
立
や
構
造
物
の
設
置
を
さ
れ
る
方
に

官
民
境
界
は
必
ず
事
前
協
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

最
近
住
宅
建
設
な
ど
の
急
速
な
進
行
　
て
や
鮮
造
物
を
設
寵
さ
れ
る
方
は
、
部

に
伴
い
、
町
内
各
地
で
埋
立
て
や
、
椎
　
前
に
土
地
家
屋
調
査
士
等
の
現
地
側
韮

造
物
（
ブ
ロ
ッ
ク
壁
、
フ
ェ
ン
ス
等
）
　
に
基
づ
き
、
町
建
設
課
係
員
（
公
用
地

の
設
置
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
　
が
福
岡
県
の
所
有
で
あ
れ
ば
北
九
州
土

が
、
道
路
・
水
路
及
び
公
用
地
等
と
施
　
木
事
務
所
）
立
会
の
う
え
、
現
地
確
認

界
を
接
し
て
い
る
私
有
地
で
は
、
埋
立
　
後
埋
立
て
や
構
造
物
の
設
置
を
し
て
い

た
た
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

従
来
、
勝
手
に
道
路
赦
等
に
喰
い
込

ん
で
構
造
物
を
設
置
し
て
い
た
た
め
、

蒋
後
に
な
っ
て
、
せ
っ
か
く
で
き
上
が

っ
た
施
設
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
用
敦

と
の
隣
接
地
に
お
け
る
蝕
形
の
変
質
に

つ
い
て
の
取
扱
い
は
、
別
図
の
と
お
り

です。町
と
事
前
に
十
分
ご
協
議
を
願
い
、

公
共
用
地
の
維
持
増
進
に
こ
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

恩
給
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

恩
給
法
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
次
の
方
に
対
し
一
時
恩

給
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

兵
及
び
下
士
官
に
対
す
る
一
時
恩
給

等
の
支
給
（
兵
に
あ
っ
て
は
引
き
続
く

在
職
年
が
3
年
以
上
7
年
末
滴
の
者
。

下
士
官
に
あ
っ
て
は
引
き
続
く
在
職
年

が
3
年
以
上
7
年
末
満
の
者
で
下
士
官

と
し
て
6
ケ
月
未
満
の
者
）

国
民
年
金
保
険
料
の

改
定
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
昭

和
5
1
年
4
月
分
よ
り
左
記
の
と
お
り
保

険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

∇
定
額
保
険
料
　
（
新
）
1
、
4
0
0
円

（
旧
）
1
、
1
0
0
円

▽
定
額
＋
附
加
保
険
料

（
新
）
1
、
8
0
0
円

（
旧
）
1
、
5
0
0
円

道
路
事
業
1
3
路
線
で
着
手

昭
和
5
0
年
度
も
年
度
末
ま
で
あ
と
わ

ず
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
道
路
関
係
の

補
助
事
業
は
、
事
業
認
可
の
関
係
で
幾

分
遅
れ
ま
し
た
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
輩

の
実
施
を
別
表
の
と
お
り
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ほ
お
、
工
事
の
作
業
上
「
交
通
止
」

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
便

を
か
け
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
こ
辛

抱
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

－
た
き
火
に
よ
る
火
事
を
な
く
そ
う
－

た
き
火
か
ら
火
事
に
な
っ
た
原
因
を

み
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
す
さ
に

た
き
火
が
周
囲
に
燃
え
広
が
っ
て
火
事

山
肌
九

に
な
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

今
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、
季
節
風
な
ど
に
よ
っ

て
大
火
と
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
た

き
火
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

た
き
火
を
す
る
と
き
に
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
一
度
に
た
く
さ
ん
の
物
を
燃
や
さ
な

※
管
内
火
災
救
急
発
生
状
況
（
S
5
1
・
1

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
必
ず
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火

塑
髄
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
た
き
火
が
終
っ
た
ら
、
必
ず
火
の
消

え
た
こ
と
を
穫
め
ま
し
ょ
う
。

▽
た
き
火
の
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
火
事
と
開
運
い
や
す
い
煙
や
火
災
を

出
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
予
め
消
防
署
へ
届
出

ま
し
ょ
う
。
（
た
き
火
の
規
模
が
大

き
い
場
合
の
み
で
す
。
）

・
1
～
S
5
1
・
1
・
3
1
ま
で
）

我
が
町
の
ク
ラ
ブ
紹
介
　
㈲

－
　
遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
　
－

遠
い
昔
、
浅
木
や
木
守
一
帯
は
入

江
で
あ
り
、
ま
た
現
在
の
地
名
に

「
津
」
　
「
崎
」
と
名
の
つ
く
所
は
海

岸
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
細

文
後
期
の
貝
塚
が
鬼
津
や
虫
生
津
に

あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
あ
た
り
に
人
が

住
み
始
め
た
の
は
拙
文
時
代
の
頃
で

あ

ろ

う

と

…

‥

o

失
は
わ
れ
た
過
去
を
求
め
て
、
故

そ
の
活
動
範
囲
は
芦
屋
、
宗
像
、
中

間
、
鞍
手
は
言
う
ほ
お
よ
は
ず
、
は

て
は
朝
鮮
、
中
国
と
の
つ
な
が
り
ま

で
も
調
査
研
究
す
る
と
い
う
ほ
ど
広

い
。
そ
し
て
町
民
の
供
さ
ん
、
特
に

碧
い
人
達
や
新
し
く
町
に
お
住
み
に

な
っ
た
方
々
に
、
も
っ
と
町
の
文
化

財
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
年

に
2
回
ほ
ど
の
文
学
散
歩
や
パ
ス
ハ

タ
ギ
火
に
ご
前
山
′

所
得
税
、
贈
与
税
の

申
告
は
お
す
み
で
す
か

▽
所
得
税

o
期
限
　
3
月
1
5
日
（
月
）
ま
で

。
対
象
　
用
個
人
で
野
菜
を
し
て
い

る
人
、
不
動
産
、
配
当
、
利
子
、

譲
渡
、
雑
所
得
の
あ
る
人
で
所
得

の
合
計
が
所
得
控
除
額
の
合
計
額

よ
り
多
い
人
。

㈲
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の

所
得
が
2
0
万
円
を
超
え
た
り
、
給

与
の
年
収
が
1
千
万
円
を
超
え
た

り
、
2
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
人
。

e
延
納
制
度
　
3
月
1
5
日
ま
で
に
全

額
納
め
ら
れ
な
い
万
は
％
以
上
を

納
め
、
手
続
き
を
し
ま
す
と
残
り

を
5
月
3
1
日
ま
で
延
納
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
利
千
・
年
7
・
3
％
）

▽
贈
与
税

。
期
限
　
3
月
1
5
日
（
月
）
ま
で

o
対
象
　
昭
和
5
0
年
中
に
も
ら
っ
た

財
産
の
合
計
が
0
0
万
円
を
超
え
る

人。
。
延
納
制
度
　
税
額
が
5
万
円
以
上

で
一
度
に
納
付
が
困
難
は
方
は
、

手
続
き
為
し
ま
す
と
ら
年
以
内
の

延
納
が
で
き
ま
す
。
（
利
子
・
牢

6・6％）

申
告
期
間
中
は
税
理
士
の
資
格
を
持

た
な
い
「
に
せ
税
理
士
し
の
税
務
代
理

や
書
類
の
作
成
が
行
な
わ
れ
や
す
い
の

で
ご
注
意
を
願
い
ま
す
。

※
お
気
軽
に
税
務
相
談
所
へ

町
の
商
工
会
議
所
肉
に
税
務
相
談
所

が
あ
り
、
実
費
程
度
で
相
談
を
う
け

て
お
り
ま
す
。
税
金
の
こ
相
談
は
お

気
軽
に
。

遠
賀
税
務
相
談
所

通
話
　
㈲
0
1
6
5

・
永
田
良
一
氏
ら
が

中
心
と
な
り
、
昭
和

3
8
年
に
現
在
の
会
の

前
身
で
あ
る
遠
賀
町

考
古
研
究
会
が
発
足

し
た
。
そ
の
後
諾
古

だ
け
で
は
視
野
も
狭

い
の
で
、
地
名
の
由

来
、
各
地
の
風
習
、

考
古
学
、
文
学
等
多

方
面
か
ら
郷
土
の
す

べ
て
を
知
ろ
う
と
、

イ
ク
、
ま
た
3
月
1
4

日
に
は
遺
跡
散
歩
を

計
剛
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
、

入
会
発
壁
の
方
、
3

月
1
4
日
の
遺
跡
散
歩

に
参
加
御
諒
聖
の
方

は
、
世
話
役
の
吉
野

千
年
氏
（
虫
生
津
・

偶
語
㈲
0
4
2
5
）

ま
で
御
連
絡
下
さ
い

現
在
の
郷
土
文
化
研
究
会
が
生
れ
た

と
の
こ
と
。
現
在
の
会
長
は
中
原
三

十
四
氏
。
会
員
は
4
0
代
～
7
0
代
の
人

ま
で
約
2
0
名
。
2
カ
月
に
1
度
は
ど

旧
公
民
館
で
の
会
合
を
持
つ
こ
の
会

は
、
少
人
数
と
は
い
え
炭
鉱
に
い
た

人
は
地
質
学
の
方
面
か
ら
、
古
文
謡

に
詳
し
い
人
は
古
文
書
か
ら
と
い
う

具
合
に
各
人
の
得
意
の
分
野
で
活
動

し
、
「
近
世
遠
賀
川
流
域
史
」
　
「
我

が
郷
土
の
道
路
概
況
」
　
「
遠
賀
町
の

年
姦
し
等
多
く
を
発
表
し
て
い
る
ほ

か
、
浅
木
小
学
校
百
年
史
に
も
執
筆

す
る
と
い
う
実
績
を
持
つ
。
加
え
て

※
遠
賀
町
北
部
地
区

遺
跡
散
歩
へ
の
お
誘
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、

遠
賀
町
北
部
地
区
の
遺
跡
散
歩
を
い

た
し
ま
す
が
、
一
般
の
方
々
の
参
加

を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
1
4
日
（
日
）
午
前
9

時
（
雨
天
の
場
合
は
次
の

日
曜
日
に
順
延
）

▽
集
合
場
所
　
鳥
津
バ
ス
停

▽
会
費
　
不
要

▽
昼
食
　
各
自
携
行

▽
服
装
　
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
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－
　
今
月
の
税
金

国
民
年
金
保
険
料
　
　
4
期
分

納

期

限

　

3

月

3

1

日

ま

で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

あ
な
た
の
銃
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

今
年
の
狩
猟
期
間
も
2
月
1
5
日
で
終

り
ま
し
た
が
、
狩
猟
期
間
終
了
後
の
猟

銃
の
諺
件
、
事
故
や
盗
難
を
防
止
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
厳
格
に
守
っ
て

銃
の
保
管
、
管
理
の
徹
底
を
期
し
て
く

だ
さ
い
。

∇
銃
は
堅
固
な
銃
専
用
保
管
庫
（
木
製

の
場
合
は
厚
さ
2
億
以
上
）
に
保
管

し
て
い
ま
す
か
。

▽
保
管
底
の
設
置
場
所
は
、
人
目
に
つ

か
な
い
安
全
な
場
所
で
す
か
。

▽
保
管
庫
は
壁
、
柱
な
ど
に
固
定
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

∇
保
管
庫
の
錠
は
理
込
式
シ
リ
ン
ダ
ー

鑓
な
ど
で
適
切
で
す
か
。

▽
保
管
庫
の
鍵
は
自
ら
保
管
し
て
い
ま

すか。

△
銃
は
分
解
（
部
品
の
一
部
を
は
ず
す
）

し
て
保
管
し
て
い
ま
す
か
。

▽
銃
に
実
包
を
糞
て
ん
し
た
ま
ま
保
管

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

▽
銃
の
保
管
麿
に
実
包
も
い
っ
し
ょ
に

保
管
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

以
上
の
点
に
つ
い
て
も
う
い
ち
ど
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
猟
銃
用
の
残
火

薬
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に
保
管
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
猟
友
会
の
皆
さ
ん
方
で

こ
想
談
の
う
え

▽
廃
棄

▽
標
的
射
撃
に
よ
る
消
費

▽
火
薬
店
へ
の
保
管
依
頼

な
ど
の
ご
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

卓
球
教
室
開
設
の
お
知
ら
せ

一
時
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
卓
球
教

室
を
、
4
月
よ
り
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
多
数
の
皆
様
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

▽
時
　
間
　
午
後
2
時
半
－
午
後
5
時

∇
場
　
所
　
旧
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

▽
対
　
象
　
小
・
中
学
生

▽
指
導
者
　
原
　
善
治
先
生

▽
会
　
費
　
1
ケ
月
1
0
0
円

な
お
練
習
時
間
は
開
設
後
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
先
　
教
育
委
員
会
へ

電
話
　
の
1
3
5
5

青
年
の
研
修
活
動

参
加
へ
の
お
す
ず
め

福
岡
県
教
育
委
員
会
お
よ
び
昔
年
の

家
等
の
主
催
に
よ
り
、
健
全
な
る
青
年

の
育
成
と
そ
の
仲
間
づ
く
り
を
ね
ら
い

と
す
る
各
額
研
修
活
動
が
、
年
間
を
通

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
牢
の
研
修
内
容
と
時
期
は
次
の
と

お
り
で
す
。

3
月
。
郊
土
を
つ
く
る
青
年
会
議

5
月
～
明
年
2
月

。
昔
年
団
体
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
（
1
湖
－
7
期
）

7
月
。
青
年
の
家
夏
期
キ
ャ
ン
プ

1
0
月
－
1
2
月

o
女
子
育
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

。
英
彦
山
の
歴
史
と
紅
葉
を
さ

ぐ
る
青
年
の
つ
ど
い

。
県
青
年
国
内
研
修

。
職
場
職
域
青
年
研
修

。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

。
働
く
女
子
青
年
の
つ
ど
い

そ
こ
で
今
後
、
遠
賀
町
の
青
年
グ
ル

ー
プ
活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
の
一

助
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
こ
れ
ら
の
研

修
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

研
修
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
内
容
あ

る
い
は
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育

委
員
会
ま
で
御
連
絡
を
お
頭
い
い
た
し

ます。

福
岡
県
最
低
賃
金

改
定
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
「
福
岡
県
の
最
低
賃
金
」

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
内
の
事
業
所
で
は
、
昭
和
5
1

年
2
月
6
日
か
ら
こ
の
最
低
賃
金
額
よ

り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
最
低
賞
金
額
　
1
日
、
1
8
6
5
円

所
定
労
働
時
間
が
、
そ
の
事
業
所
の

一
般
労
働
者
の
労
働
時
間
よ
り
短
い

者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
）
は
、

1
時
間
　
2
3
4
円

▽
日
額
で
定
め
ら
れ
た
最
低
賞
金
額

1
日
1
8
6
5
円
の
「
1
日
」
と
は

事
業
所
で
定
め
ら
れ
て
い
る
1
日
の

所
定
労
働
時
間
の
こ
と
で
す
。

▽
最
低
賃
金
額
に
含
ま
れ
な
い
賃
金

櫛
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
・
家
族
手

当
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た

時
間
外
・
休
日
労
働
・
深
夜
薬
な
ど

の
割
増
賃
金
も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
産
業
別
に
定
め
ら
れ
た
現
行
最
低
賃

金
で
、
1
日
1
8
6
5
円
よ
り
低
い

も
の
に
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

∇
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

八
幡
労
働
基
準
監
督
署
へ
ど
う
ぞ
。

☆

募

集

中

※
北
九
州
盲
学
校
即
事
瞳
入
学
者

詳
細
は
〒
8
0
5
・
八
幡
東
区
高
見

5
丁
目
1
の
1
2
・
砥
話
0
9
3
（
6

5
1
）
5
4
1
9
ま
た
は
8
4
6
3

の
県
立
北
九
州
盲
学
校
へ

今
月
の
走
ろ
う
会

▽
日
時
　
3
月
2
1
日
（
日
）

午
前
9
時
よ
り

▽
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

今
回
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
映
画
を
終
了
後

は
存
な
う
予
定
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

水
道
工
事
当
番
店
の

お
知
ら
せ
（
3
月
）

▽
高
崎
工
務
店
　
宙
話
の
1
6
2
5

1

●

5

●

9

●

1

3

●

1

7

●

2

1

日

鰐
・
2
9
日

▽
佐
伯
工
事
店
　
砥
話
㈲
0
1
7
0

2
・
6
・
的
・
1
4
・
1
8
・
幾
日

2
6
・
0
0
日

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
託
生
醜
…

3
・
7
・
n
・
1
5
・
1
9
・
幾
日

2
7
・
針
目

▽
福
田
工
務
店
　
砥
話
の
0
1
6
8

4
●
8
●
1
2
●
1
6
●
2
0
●
2
4
●
2
8
日

訂
正
と
お
わ
び

広
報
お
ん
が
2
月
号
の
「
入
学
お
め

で
と
う
」
の
棚
で
西
町
の
「
長
谷
川
福

夫
、
4
4
・
9
・
1
0
、
男
、
美
穂
」
と
あ

り
ま
す
の
は
「
長
谷
川
美
穂
、
色
・
9

・
1
0
、
女
、
福
夫
」
の
、
ま
た
「
香
典

返
し
の
お
礼
」
の
欄
中
「
（
広
報
）
柴

田
晴
曽
様
」
と
あ
り
ま
す
の
は
「
（
広

漠
）
柴
田
晴
善
様
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。


